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研究成果の概要（和文） ： 
4 年間の研究期間において約 850 点の鷹書類のマイクロフィルムや画像データを蒐集し、そ 

れらの翻刻・注釈作業を通して各テキストが持つ意義や価値について明らかにした。また、こ 
れらの鷹書類をデータベース化して、各書の特性が一覧できるように整理・分類するための基 
礎作業も一通り達成した。その作業の過程において奥書などの書誌データを基に、それぞれの 
鷹書類の成立過程や流布・伝来の状況についても一定の解明ができた。 

研究成果の概要（英文） ：During four years, I performed collection of a microfilm and the 
image data of approximately 850 books of books of the falconry. I analyzed those texts 
and clarified it about significance and the value that each text had. In addition, I 
compiled these books of the falconry into a database, and rearranging, one way of basic 
work to classify it was accomplished. In addition, constant elucidation was possible about 
the situation handed down an establishment process and the spread of each books of the 
falconry. 
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１．研究開始当初の背景 
我が国の伝統文化である「鷹狩り」は、そ 

の長きに渡る歴史にも関わらず、廃絶の危機 
にさらされている。本研究は、そのような状 
況の中、鷹狩りの正しい文化的理解と保存に 
貢献するべく、「鷹書類」という古典籍に注 
目し、その調査を試みようとするものである。 

鷹書類とは、鷹に関する和歌・説話・縁起 

などの文学的な内容や、鷹狩りに関する実技 
的な内容などを記載した書物のことで、わが 
国では中世以降に盛んに制作された。その総 
数は現存が確認されるものだけでも2,000点 
以上あり、一大文献群をなしている。これら 
のテキストは、単なる放鷹技術の知識のみな 
らず、鷹に関わる文化や教養の伝播において 
も重要な役割を果たしていたことが予想さ 

機関番号：３４３１５ 

研究種目：基盤研究（C） 

研究期間：2008～2011 

課題番号：20520189 

研究課題名（和文） 鷹書類の調査と研究 

研究課題名（英文） An investigation and study of the book of the falconry. 

研究代表者 

中本 大（DAI NAKAMOTO） 

立命館大学・文学部・教授 

研究者番号：70273555



れる。しかしながら、これまでの文化史・文 
学史研究において鷹書類が取り上げられる 
ことはほとんど無く、ましてや人文学的視点 
から同文献群をとらえる研究は皆無であっ 
た。わずかに、戦前の宮内省が編纂した『放 
鷹』 （吉川弘文館、1931 年 12 月）が唯一のも 
のであろう。 

ところで、明治から戦前においてわが国で 
は、「古技保存」の政策のもとに鷹狩りを公 
式行事として継承するため、かつて徳川将軍 
家直参であった諏訪流の鷹匠たちを宮内省 
式部職に所属させた。上掲のように宮内省式 
部職が『放鷹』を編纂したのも、そのような 
「古技保存」の流れと連動するものである。 
しかし、 宮内庁に属した最後の鷹匠が昭和51 
年に退職して以来、公職としての鷹匠は不在 
となった。わが国の鷹狩り文化が急速に廃れ 
ていったのはこれを契機とする。こうした憂 
慮すべき状況を回避するには、古典的な放鷹 
に関する諸事象を研究することが早急に必 
要であると思われる。鷹書類はその諸事象の 
なかでも、放鷹文化の伝統的な本質を理解す 
るもっとも有用な手がかりといえるもので 
ある。 

如上のような状況を背景に、 『放鷹』の成 
果をさらに発展させるべく、本研究は鷹書類 
とその背景にある文化的諸相を明らかにす 
ることを目的に開始されたものである。 

２．研究の目的 
先にも述べたように、我が国の伝統文化で 

ある「鷹狩り」は今や廃れようとしている。 
本研究はそのような危機的状況を鑑みて、古 
典文化としての放鷹術の意義を明らかにし、 
その価値を正しく理解することを目的とす 
る。

具体的には、種々の鷹書類を調査・研究す 
ることによって、従来、ほとんど明らかにさ 
れてこなかった我が国の放鷹文化の実相を 
解明すると同時に、鷹書類をめぐる鷹術伝承 
を介した文化交流の諸相についても明らか 
にすることを目指す。この文化交流の諸相に 
ついては、たとえば、諏訪流の鷹術は、中世 
～近世にかけて全国でもっとも隆盛した流 
派であるが、周知のとおり、信州・諏訪大社 
の贄鷹の神事に端を発し、その神事に奉仕し 
た信州在地の武士である禰津氏の携えた鷹 
術である。しかしながら、鎌倉時代末期には 
すでに京都の公家である西園寺家の鷹書類 
に諏訪流の情報が取り込まれ、記載されてい 
るのが確認できる。このことから、相当早く 
に諏訪大社や同社に所縁深い東国武士と西 
園寺家との間に鷹書類を介した交流のあっ 
たことが予想される。 また、 その西園寺家は、 
五摂家に次ぐ清華家の名門として知られる 
が、いわゆる西園寺流とよばれる公家の鷹狩 
りの家でもある。さらに、京都府長岡京市在 

住の調子氏宅には同氏伝来の鷹書類が数点 
所蔵されている。調子氏は、中古から中世に 
かけて随身として活躍した下毛野氏の末裔 
である。その下毛野氏は、『徒然草』などに 
よると、代々鷹匠をつとめた氏族でもあった。 
その他にも、下野国（栃木県宇都宮市）の平 
野氏には当家代々の秘伝書として鷹書が伝 
来しているが、同氏は中世末期まで続いた宇 
都宮流の鷹術を担った一族である。そして、 
先に挙げた信州・諏訪大社の贄鷹の神事に従 
事した禰津氏とはまた別に京都で新たな諏 
訪流の鷹術を創設した京都諏訪氏（諏訪円忠 
の末裔） もまた鷹書を携えている。 これらは、 
堂上（西園寺家）、地下（下毛野氏）、地方武 
士（禰津氏・平野） 、在京の武士（諏訪氏） 
というそれぞれ乖離した伝派の鷹術書であ 
るが、各々の記述内容を検してみると、直接 
の典拠関係が指摘できるような記事やテキ 
スト同士を摺り合わせたような内容が多数 
散見する。 このことから、 鷹書類には、 属性・ 
位相の相違や地域差を超えてある種普遍化 
した画一的な情報交流のあったことが予想 
される。すなわち、鷹書類に記載されている 
記載内容を明らかにすることは、これまで知 
られてこなかった中世期における文化交流 
の在り方を新たに探ってゆく有効な手がか 
りになることが判じられるものである。 
以上のような研究目的から、調査対象とす 

るテキストは全国各地の博物館、美術館、公 
文書館、図書館、官公庁、大学といった施設 
に所蔵されているもの以外に、個人蔵などの 
埋もれた鷹書類についても適宜発掘してゆ 
く。そして、その鷹書類をめぐる文化交流の 
ネットワークと伝承世界を明らかにすると 
いう独創的かつ斬新なアプローチによって、 
文化研究史においても新しい展望を開拓す 
ることも同時に期するものである。 

３．研究の方法 
まずは、鷹術の主流である諏訪流の鷹書類 

について、宮内庁書陵部のものを中心に調 
査・研究を進める。調査対象となるテキスト 
についてはすべてマイクロフィルムもしく 
は画像データ化して収集する。 
さらに、個人蔵として埋もれている未知の 

鷹書類を発掘・蒐集するため、全国の「鷹匠」 
の家を調査し、各家伝来の鷹書類の存在を明 
らかにする。 
収集した鷹書類はすべて翻刻して注釈を 

付し、それぞれのテキストが持つ意義や価値 
について明確にしてゆく。最終的には収集し 
たすべての鷹書類をデータベース化して、各 
書の特性が一覧できるように整理・分類し、 
比較検討を通して相対的なテキストの位相 
も明確にする。また、各テキストの外形や筆 
跡、奥書などの書誌データも整理して、それ 
ぞれの鷹書類の成立過程から流布や伝来の



状況について明らかにする一方、地方で発 
掘・収集した鷹書類については、現地をフィ 
ールドワークして、鷹書類をめぐる伝承背景 
についても解明してゆく。 

なお、如上の作業は研究代表者と研究分担 
者が発起人をしている「鷹書研究会」での活 
動を中心に展開する。 具体的には、 年に6回、 
研究会の例会を開催して鷹書類の輪読と研 
究発表を実施する。さらに、同会主催（もし 
くは共催）で年に 1～2回「放鷹文化講演会」 
を開催し、研究成果を広く一般に還元するこ 
とも目的とする。 

４．研究成果 

（1）平成 20年度の主な研究成果 
研究代表者である中本大と研究分担者で 

ある黒木祥子・二本松泰子・山本一が発起人 
を務める「鷹書研究会」の例会を 6回開催し 
た。例会では主に立命館大学図書館西園寺文 
庫に所蔵されている西園寺家の鷹書類の輪 
読を中心に進めた。具体的には『西園寺家鷹 
口伝』 （函号 210）と『西園寺家鷹秘伝』 （函 
号 193） の二書を取り上げて、 本文を翻刻し、 
注釈を付した。両テキストの主な輪読成果と 
しては、持明院家の鷹書類と非常に近似した 
内容を有することが確認できた。ちなみに、 
持明院家は西園寺家と同じく公家の鷹の家 
として知られるが、 『三内口決』によると、 
同家は縁戚関係にある西園寺家から鷹道を 
伝授されたという。中世期における西園寺家 
の鷹書類が公家流の放鷹文化に多大な影響 
力を与えていたことが窺えるものである。な 
お、この輪読の成果は成稿して伝承文学全注 
釈叢書『立命館大学図書館西園寺文庫蔵鷹書 
類』 （三弥井書店）から刊行予定である。ま 
た、宮内庁書陵部に所蔵されている鷹書類を 
中心に、各所で所蔵されているテキストを数 
百点、マイクロフィルムもしくは画像データ 
で蒐集して目録を作成、鷹書類の総合的なデ 
ータベース作りのための基礎作業も行った。 

その他、 11 月 22 日には、 鷹書研究会主催、 
諏訪市教育委員会共催で「第 1回放鷹文化講 
演会」を諏訪流の鷹狩発祥の地である長野県 
諏訪市で開催した。講演会のテーマは「諏訪 
と鷹狩」で、諏訪流放鷹術保存会による放鷹 
実演と、中澤克昭(長野高等工業専門学校准 
教授・鷹書研究会会員)、二本松泰子、福田 
晃(立命館大学名誉教授・鷹書研究会会員)の 
3 名による公開講演を実施した。さらに、平 
成 21 年 1 月 9 日、京都市の「キャンパスプ 
ラザ京都」で鷹書研究会と日本放鷹協会の共 
催で 「第1回鷹狩り文化講演会」 を開催した。 
講師は二本松泰子、室伏三喜男(日本放鷹協 
会会長)。このような講演会を通して本研究 
の成果を広く一般に還元することができた。 

（2）平成 21年度の主な研究成果 
平成 20 年度より引き続き鷹書研究会の例 

会を 6回開催した。当該年度は諏訪流の鷹書 
の輪読に取り組むべく宮内庁書陵部蔵『啓蒙 
集』 （函号 163-902）と同蔵『才覚之巻』（函 
号 163-928） 二書を取り上げて本文を翻刻し、 
注釈を付した。両書の輪読の主な成果として 
は、鷹書の中でパターン化されているいくつ 
かの鷹説話に独特のシンボリックなモチー 
フを取り込み、独自の異伝を記載することに 
よって、他の伝派との位相差を主張している 
ことが確認できた。このことは、鷹術の属性 
（流派）が確立されてゆく過程において、そ 
れぞれが携えた鷹書に記載されている説話 
や縁起が重要な役割を果たしていたことを 
窺わせるものである。さらに、同じく昨年度 
からの継続作業として、宮内庁書陵部・国立 
公文書館に所蔵されている鷹書類を中心に、 
数百点の鷹書をマイクロフィルムもしくは 
画像データで蒐集して目録を作成、鷹書類の 
総合的なデータベース作りのための基礎作 
業も並行して行った。 
また、 8月 2日と 12月 5日の 2回にわたっ 

て、国立公文書館内閣文庫・宮内庁書陵部・ 
尊経閣文庫に所蔵されている持明院家の鷹 
書について精査した。その結果、公家流の鷹 
の家として中世期によく知られた当家の鷹 
書類について、奥書に記載されている年記の 
上限が永正年間であることや伝本同士の転 
写が中世後期から近世初期(承応年間頃)の 
期間に最も盛んに行われていたことが確認 
できた。そのことによって、中世～近世にか 
けての持明院家の鷹書類の成立の実相や流 
布の過程が具体的に解明され、公家の鷹の家 
における放鷹文化の一端が明らかになった。 
その他にも、11 月 22 日には、静岡文化芸 

術大学主催、静岡市・鷹書研究会共催で「第 
2 回放鷹文化講演会」を諏訪流放鷹術の庇護 
者であった徳川家康ゆかりの地である静岡 
県静岡市で開催した。講演会のテーマは「徳 
川家康公と鷹狩」で、諏訪流放鷹術保存会に 
よる放鷹実演と、岡崎寛徳(慶応義塾大学兼 
任講師)、須田悦生(静岡文化芸術大学特任教 
授)の 2名による公開講演を実施した。 

（3）平成 22年度の主な研究成果 
当該年度も引き続き鷹書研究会の例会を 6 

回開催し、鷹書類の輪読を進めた。当該年度 
は宇都宮流の鷹書を取り上げるべく立命館 
大学図書館西園寺文庫蔵『宇都宮社頭納鷹文 
抜書秘伝』 （函号 195） について本文を翻刻し、 
注釈を付した。同書の輪読の主な成果として 
は、京都の公家である西園寺家の鷹書や諏訪 
円忠の子孫である京都諏訪氏の携えた鷹書 
と非常に近似した内容を持つことが確認で 
きた。同書の作者は宇都宮在住の地方武士で 
ある平野氏であり、西園寺家や諏訪氏と直接



交渉を持った形跡はない。にも関わらず、テ 
キスト間においてこのような類似性がみら 
れることは、むしろ地方武士が京都の放鷹文 
化を摂取するためのツールとして鷹書を利 
用していた証左であると判じられ、中世期に 
おける鷹書類の文化的役割の一事例を具体 
的に明らかにすることができた。さらに、同 
じく当該年度においても宮内庁書陵部・国立 
公文書館などに所蔵されている鷹書類を中 
心に、数百点の鷹書をマイクロフィルムもし 
くは画像データで蒐集して目録を作成、鷹書 
類の総合的なデータベース作りのための基 
礎作業も継続して行った。 

また、研究分担者の二本松泰子は、6 月末 
に 2泊 3日で韓国調査に赴き、ソウル大学校 
中央図書館・同奎章閣、韓国国立中央図書館 
にそれぞれ所蔵されている『鷹鶻方』の各種 
伝本の調査を行った。その結果、『鷹鶻方』 
の伝本類には(1)韓国内でのみ流布したテキ 
スト(2)日本に教養書として伝来したテキス 
ト(3)日本に技術書として伝来したテキスト 
の 3種類に分類できることが判明し、日本の 
鷹書類との相対比較を通して日本における 
韓国放鷹文化の受容形態が明らかになった。 

その他、11 月 14 日には、國學院大學院友 
会栃木県支部主催、宇都宮市・宇都宮教育委 
員会・鷹書研究会共催で「第 3回放鷹文化講 
演会」を宇都宮流の鷹狩ゆかりの地である栃 
木県宇都宮市で開催した。講演会のテーマは 
「宇都宮と鷹狩」で、諏訪流放鷹術保存会に 
よる放鷹実演と、二本松泰子、細矢藤策（元 
國學院大學栃木短期大學講師）、福田晃(立命 
館大学名誉教授・鷹書研究会会員)の 3 名に 
よる公開講演を実施した。さらに、11 月 28 
日には、 「第 4 回放鷹文化講演会」を徳川家 
康が 17 年間在城した浜松城のある静岡県浜 
松市で開催した。講演会のテーマは「家康公 
と鷹狩り」で、諏訪流放鷹術保存会による放 
鷹実演と、二本松康宏(静岡文化芸術大学准 
教授・鷹書研究会会員)、田籠善次郎(諏訪流 
放鷹術 17代宗家・諏訪流放鷹術保存会会長) 
の 2名による公開講演を実施した。 

（4）平成 23年度の主な研究成果 
当該年度も引き続き鷹書研究会の例会を 6 

回開催し、鷹書類の輪読を行った。当該年度 
は科研費採択の最終年度に当たるため、主に 
これまで輪読してきた成果の総括をして、伝 
承文学全注釈叢書『立命館大学図書館西園寺 
文庫蔵鷹書類』 （三弥井書店）の出版に向け 
ての本格的な準備を進めた。さらに、同じく 
当該年度においても宮内庁書陵部・国立公文 
書館などに所蔵されている鷹書類を中心に、 
数百点の鷹書をマイクロフィルムもしくは 
画像データで蒐集して目録を作成、鷹書類の 
総合的なデータベース作りのための基礎作 
業についても総括的な整理を行った。 

また、研究分担者の二本松泰子は、12 月 
15 日～17 日にアラブ首長国連邦アブダビ市 
内アル・アイン、ロターナ・ホテル内会議場 
で開催された “2 nd International Festival of 
Falconry”において“Conference speaker” 
として招聘される機会を得たため、それを利 
用して以下のような調査を試み、成果を得た。 
① 祭典における申請者のプレゼン発表を通 

して当祭典に参加している韓国の鷹匠た 
ちとコンタクトを取り、 情報交換をした。 
その結果、1993 年 12 月に韓国の文化財 
管理局から刊行された『매사냥調査報告 
書』の日本語訳のほか、韓国国立中央博 
物館をはじめとする韓国内の博物館で所 
蔵されている李王朝時代の鷹絵類のカタ 
ログを入手することができた。鷹絵・鷹 
図と鷹書類が密接な関係にあることはす 
でに先学において指摘されている（水野 
裕史氏 「戦国時代における鷹図の画と詩」 
<「藝叢」第 29 号>など）ことから今回、 
入手できたカタログは日韓における鷹書 
類の研究を進展させるのに大いに有用で 
ある。 

② 祭典において各国の鷹匠たちが出展して 
いたブースやアブダビ市内にある国立の 
鷹専門病院“Abu Dhabi Falcon Hospital” 
を見学し、中央アジア・南アジアさらに 
はアラブ・ヨーロッパといった世界各国 
の鷹狩りについての歴史や伝統、あるい 
はそれぞれの技法の特徴についての調査 
を進めることができ、世界史上における 
日本の放鷹文化の意義や位置づけが明ら 
かになった。なお、蒐集した資料はすべ 
てデジタルデータ化して保存した。 

その他、11 月 20 日には、東御市・東御市 
教育委員会主催、静岡文化芸術大学・鷹書研 
究会共催で「第 5回放鷹文化講演会」を諏訪 
大社の贄鷹の神事に奉仕した禰津氏ゆかり 
の地である長野県東御市で開催した。講演会 
のテーマは「放鷹文化と祢津氏」で、諏訪流 
放鷹術保存会による放鷹実演と、二本松泰子、 
石川好一（元東部町公民館長）、福田晃(立命 
館大学名誉教授・鷹書研究会会員)の 3 名に 
よる公開講演を実施した。さらに、12月 3日 
には、 「第 6 回放鷹文化講演会」を愛知県豊 
橋市で開催した。講演会のテーマは「三河・ 
鷹丘 鷹狩りのふるさと」で、諏訪流放鷹術 
保存会による放鷹実演と、二本松康宏(静岡 
文化芸術大学准教授・鷹書研究会会員)によ 
る公開講演を実施した。 

５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に 
は下線） 
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① 著者名：中本大、論文標題：菊隠慧叢に 
ついて―『名傭集』の研究序説（特集五 
山文学） 、雑誌名：文学、査読：無、巻： 
第 12巻第 5号、発行年：2011、ページ： 
91-101 

② 著者名：二本松泰子、論文標題：諏訪・ 
大宮流の鷹書―廣田宗綱筆『鷹書才覚巻 
抄出』全文翻刻、雑誌名：立命館文学、 
査読：有、巻：第 622 号、発行年：2011、 
ページ：51-58 

③ 著者名：山本一、 論文標題：「やまひめに」 
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大学人間社会学域学校教育学類紀要、査 
読：無、巻：第 2 号、発行年：2010、ペ 
ージ：141-150 

④ 著者名：二本松泰子、論文標題：鷹飼「せ 
いらい」の展開と享受―諏訪流の鷹術伝 
承をめぐって―、 雑誌名：説話・伝承学、 
査読：有、巻：第 18 号、発行年：2010、 
ページ：127-144 

⑤ 著者名：黒木祥子、論文標題：立命館大 
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いて、雑誌名：神戸学院大学人文学部 人 
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⑥ 著者名：二本松泰子、論文標題：下毛野 
氏の鷹書―他流儀のテキストと比較して 
―、雑誌名：日本語・日本文化、査読： 
無、巻：第 35号、発行年：2009、ページ： 
1-26 

⑦ 著者名：二本松泰子、論文標題：政頼流 
の鷹術伝承―立命館大学西園寺文庫蔵 
『政頼流鷹方事』 をめぐって―、 雑誌名： 
伝承文学研究、査読：有、巻：第 58 号、 
発行年：2009、ページ：12-25 

⑧ 著者名：二本松泰子、論文標題：「鷹書」 
の使役動物観―諏訪流のテキストを中心 
に―、雑誌名：動物観研究、査読：無、 
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の漢詩文―中世・近世・近代）―（中世 
から近世へ） 、雑誌名：国文学 解釈と鑑 
賞、査読：無、巻：第 70 巻第 10 号、発 
行年：2008、ページ：11-20 

⑩ 著者名：二本松泰子、論文標題：下毛野 
氏の鷹術伝承―山城国乙訓郡調子家所蔵 
の鷹書を手がかりに―、雑誌名：立命館 
文学、査読：有、巻：第 607 号、発行年： 
2008、ページ：1-9 

⑪ 著者名：二本松泰子、論文標題：諏訪流 
の鷹術伝承―みさご腹の鷹説話をめぐっ 
て―、雑誌名：論究日本文学、査読：有、 
巻：第 89号、 発行年：2008、 ページ：25-41 
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会名等：中世文学会、発表年月：2011 年 
11 月 13 日、発表場所：天理大学（奈良 
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